
第４回 神野公園再整備検討委員会
令和５年１１⽉１７⽇ 13:30 庁議室

１．開 会
２．挨拶 鈴⽊副市⻑
３．前回(第３回)の振り返り
４．アンケート調査結果

について

５．７つの新たな体験の
具現化について

６．再整備計画図（案）
について
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３．前回（第３回）の振り返り －１

・指定管理者

・Park-PFI

【市回答】
・植栽や施設を含め、こども遊園地を除く公園全体を指定管理者として検討したい

と考えている。
・公園の一部でPark-PFIが導入できればと考えている。

・植栽管理

・植栽が伸び放題となっている。しっかりと管理していく必要がある。

・再整備と切り離して、前倒しでできる話だと思う。

・防犯面からも、腰から下が見える位に伐採して欲しい。

・委員会の進め方
・やりたいことを広げていくフェイズ（段階・局面）と絞るファイズを

考える必要がある。

・公園のスペースに限りがあるので、場所や予算と合わせて絞っていく必要がある。
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３．前回（第３回）の振り返り －２

・７つの体験の
具体化

・自然などの今ある資源を活用した、スマホでスタンプラリーもおもしろい。

・レトロな雰囲気を有効活用した方が良い。

・大きな⽊も、⽊陰スポットとして部分的に残す。

・地域猫をみんなで守るとか、地域猫の考え方を根付かせる。

・野外音楽堂附近は、中途半端に遊具が置かれていて、人が集まりずらい。

・バルーンパイロットがバルーン係留で食べていけるような場所にできないか。

・遊歩道・ウォーキングコースを整備する。
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３．前回（第３回）の振り返り －３

・７つの体験の
具体化

・隔林亭でプリンを提供（佐賀県はプリン県）。
・隔林亭をカフェに、お茶屋をレストランにして収益を上げて、整備費用を捻出する。

・ベンチがたくさんある公園は素敵。

・入口サイン、サイン性のある入口が欲しい。

【小動物園】
・小動物園は暗くて狭い所に、閉じ込めている印象で、可哀想に思える。
・如何にリピータ―に来てもらうかが大事になる。
・見に行っても毎回同じものしかいない現状では、限界がある。
・規模感が中途半端
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目的・コンセプト・現状把握

目指すゴールの共有化

現地視察・７つの新たな体験の具体化

7つの新たな体験の具現化

再整備基本計画の策定

再整備基本計画の取りまとめ

第１回
R5/02/08

第２回
R5/05/23

第３回
R5/08/21

第４回
R5/11/17
第５回
R6/02

第６回
R6/05

目指すゴールの共有化

７つの新たな体験の具体化

７つの新たな体験の具現化

３．前回（第３回）の振り返り －４ （ 検討の進め方 ）
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３．前回（第３回）の振り返り －５ （ 目標の確認 ）

言葉でつくる目標

７つの体験を目的とした再整備によって、多様な来園者に独自の体験と話題を提供で
きる公園に生まれ変わる。

それが、新しいことに常に取り組む新しい佐賀市の象徴として市外や全国からも評価
され、佐賀市⺠に自信や地元愛を生み出していく。

数字でつくる目標
①来園者の満足度 ⇢７つの体験に関する満足度それぞれを指標とする

②SNSへの投稿数・内容 ⇢７つの体験が投稿につながっているかを見る
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４．アンケート調査結果－１ （ ７⽉〜実施 ）
質問項目

・今の神野公園に対する改善点 ・新しくなる神野公園でやりたい、わくわくする新たな体験

ｱﾝｹｰﾄ回収数
神野小学校 ３年生 １０３

〃 ４年生 １０１
〃 ５年生 ８９

開成小学校 ３年生 ８３
鍋島保育園 保育士 ２５

３９４
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小分類 回答割合
施設のリニューアル

遊園地の拡充・拡張・老朽化対策
遊具の拡充 11.3％

動植物とのふれあい
ふれあい・餌やり、花を増やす 11.2％

スポーツ施設の充実
プール（水遊び）、バスケット・サッカー 5.3％

夜の光の演出・イベント
ライトアップ・イルミネーション 4.6％

ほっと一息の休憩場所
ベンチ・日陰 2.1％
食（売店） 品ぞろえの拡充 中分類 4.6％



５．「７つの新たな体験」の具現化について 市（案）－１

新たな
体験 体験イメージ 体験のフィールド 再整備の内容

１．
自然
・環境

・既存のみどり・水辺で自然を感じる
・とんぼ池、水辺で生きものと触れ合う
・昆虫採集（セミ・トンボ・バッタ…）

公園全体
樹林地、芝生広場、大池、
とんぼ池、⻄側水路

多布施川
公園と多布施川の連携

・大池や一部既存林の保全
・とんぼ池護岸等の改修
・樹⽊等の再整備

（伐採、移植、新植等）

２．
遊び

・こども遊園地で遊ぶ
・芝生広場で⻤ごっこ
・グランドゴルフ、ソフトボール
・水辺で水遊び

こども遊園地
芝生広場
⻄側グランド
グランド東側水路

・こども遊園地入口前広場の整備
・芝生広場・遊具広場の整備
・⻄側グランド・水路の整備

３．
食

・隔林亭で呈茶、お茶屋で飲食
・キッチンカー
・カフェ（新設）

お茶屋
隔林亭
エントランス広場
こども遊園地入口広場

・お弁当や、キッチンカーで購入
した食べ物を楽しめる
空間の整備

（野外卓、ベンチ、パーゴラ等）
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５．７つの新たな体験の具現化について 市（案）－２
新たな
体験 体験イメージ 体験のフィールド 再整備の内容

４．
運動
・健康

・ウォーキング
（多布施川河畔公園との連続性）
・ラジオ体操、健康教室
・スポーツ大会

公園内・多布施川河畔公園遊歩道

芝生広場
⻄側グランド

・散策園路の整備
・芝生広場
・⻄側グランド

（球技、グランドゴルフ等）

５．
教育
(遊び)

・とんぼ池等の水辺で自然観察会
・お茶屋でお菓子づくり教室、着付け教室
・隔林亭で茶道教室

とんぼ池
お茶屋
隔林亭

・とんぼ池護岸等の改修
・お茶屋前庭の改修

６．
文化
(歴史)

・イベント
アート展、インスタレーション
撮影会、野外コンサート

公園全体
芝生広場
エントランス広場

・イベントスペースの整備
芝生広場、エントランス広場等

７．
季節
(四季)

・桜、紅葉、ツツジ
・水遊び
・お花見、お月見

公園全体及び公園内施設
・桜の再生
・樹⽊の整理
・四季を感じる樹⽊の植栽
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６．再整備計画図（案）について －１
場 所 計画のコンセプト 整備内容

Ａ
エントランス広場
【遊び、食、文化】

・東側駐車場に隣接する位置にエントランス広場を設ける。
・多目的に利用できる広場として活用する。
・以下の活用を想定して整備する。

イベント時の仮設テント、物販、キッチンカー、臨時駐車場
待ち合わせ・集合場所

・エントランス広場の整備

Ｂ
とんぼ池
【自然・環境

教育、四季】

・水辺に近づけるようにして、水生植物や池に生存する生き物に
触れ合えるように整備する。 ・護岸、八つ橋の改修

Ｃ
芝生広場
【遊び、運動・健康

文化、四季】

・開放的な芝生の広場を設け、スポーツやコンサート等の
イベントなど多様な活動ができる多目的広場を設ける。

・既存樹⽊をある程度保全しつつ、⽊陰もつくり
四季の変化が感じられるように整備する。

・芝生広場の整備
・樹⽊の整理、植替え

Ｄ
こども遊園地

入口前広場
【遊び、食、文化】

・こども遊園地の入口前に小広場を設け、家族連れや
小グループが休憩や飲食などに活用する空間とする。

・祝日等の利用者が多い日には、キッチンカー等が
出店できる広場とする。

・小広場の整備
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６．再整備計画図（案）について －２

場所・体験項目 計画のコンセプト 整備内容

Ｅ
遊具広場
【遊び

運動・健康】

・こども遊園地入口広場と一体となった遊具広場を設ける。
・遊具広場内には、幼児も利用できる遊具も設ける。 ・遊具の新設

Ｆ
お茶屋前庭
【食、教育、文化

四季】

・お茶屋の前庭として大池が望めるお庭を再生し、散策やお茶会などにも
利用できる空間として整備する。

・建物の屋内空間とお庭の屋外空間の一体的な利用を図る。
・既存樹⽊の

剪定、整理

Ｈ；⻄側グランド・
親水水路
【遊び

運動・健康】

・グランドは現状どおりの活用（運動する場所、臨時駐車場）を行うことを
前提と整備する。

・グランドと築山の間の水路は、自然に触れ合え、水遊びができる場所と
して整備する。

・バックネット
の更新

・水路改修
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６．再整備計画図（案）について －３

場所・項目 計画のコンセプト 整備内容

園 路
・公園内の各施設への円滑が可能なメイン園路及び、各ゾーン内の動線の

サブ園路を区分して園路改修を行う。

・園路は円滑な移動が可能なユニバーサルデザインとする。

・案内板の整備
（統一デザイン）

・土系舗装の園路

樹 ⽊
・公園内の樹⽊については、見通しを優先した空間整備に合わせて

移植・伐採・植替え等の整備を行う。

・現在の風情を残しつつ、四季を楽しめる樹⽊を植栽する。

・見通しや四季を感じる
樹⽊の整備
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